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【会社概要】

名 称 株式会社セブン‐イレブン・ジャパン

代 表 者 代表取締役会長

最高経営責任者（ＣＥＯ）／鈴木 敏文

代表取締役社長
最高執行責任者（ＣＯＯ）／山口 俊郎

設 立 １９７３年１１月２０日

資 本 金 １７２億円

従 業 員 ５，２９４人（２００８年２月末現在）

チェーン全店
売上高（国内） ２兆５，７４３億６百万円

店舗数（国内） １２，０３４店

【沿革】

１９７３年１１月 （株）ヨークセブン設立
米国サウスランド社（７‐Ｅｌｅｖｅｎ，Ｉｎｃ）
とエリアサービスおよびライセンス契約
締結

１９７４年 ５月 第１号店出店
（東京都江東区・豊洲店）

１９７８年 １月 社名を（株）セブン‐イレブン・ジャパン
に改称

１９７９年１１月 東証第２部に上場
１９８１年 ８月 東証第１部に上場
１９８２年１０月 ＰＯＳ（販売時点情報管理）システム

開始

１９８７年１０月 東京電力料金収納業務取扱い開始
１９９９年１１月 インターネット代金収納サービス開始
２００１年 ５月 アイワイバンク銀行（現セブン銀行）

の店内ＡＴＭ（現金自動預け払い機）
設置開始

２００３年 ８月 出店舗数１０，０００店舗突破
２００５年 ８月 東証第１部上場を廃止

９月 持株会社である（株）セブン＆アイ・
ホールディングス設立

２００７年 ４月 独自の電子マネーnanaco導入開始

会社概要会社概要
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料金収納業務の沿革

（平成

（平成

（昭和

（昭和

３年）

元年）

６３年）

６２年）

「ＮＴＴ」料金収納業務取扱い開始４月１９９１年

「ＮＨＫ」放送受信料“継続払込”取扱い開始６月１９８９年

「東京ガス」料金収納業務取扱い開始３月１９８８年

「東京電力」料金収納業務取扱い開始１０月１９８７年

（平成

（平成

７年）

６年）

通信販売代金 収納業務取扱い開始６月１９９５年

割賦販売代金 収納業務取扱い開始４月

「ＮＴＴ移動通信網（現：ＮＴＴドコモ）」料金収納業務取扱い開始１月１９９４年

（平成 ９年） 収納代行会社による料金収納サービス開始４月１９９７年

（平成 １１年）

インターネット代金収納サービス開始

イーショッピング・ブックス取扱い開始（店舗留置きサービス開始）１１月１９９９年

「国民年金（社会保険庁）」収納業務取扱い開始２月１６年）（平成２００４年

（平成

（平成

２０年）

１５年）

「国税」収納業務取扱い開始１月２００８年

各種税金 収納業務開始４月

「国民健康保険」収納業務取扱い開始６月２００３年

１．料金収納業務の開始

２．取扱い会社の拡大

３．収納代行会社の取扱い開始

４．インターネット決済の開始

５．公金収納の取扱い開始

料金収納業務の沿革料金収納業務の沿革
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件数（万件） 2 ,452 3 ,7 89 5 ,4 35 6 ,9 50 8 ,6 15 10 ,4 94 12 ,5 71 14 ,4 43 16 ,6 99 19 ,5 5 3 22 ,7 0 0 25 ,9 13 29 ,0 47

金額（億円） 1 ,660 2 ,7 58 3 ,9 70 5 ,0 31 6 ,4 10 8 ,1 32 9 ,9 01 11 ,5 41 13 ,9 05 16 ,8 1 8 20 ,0 9 6 23 ,8 35 27 ,3 42

96 .2 9 7 .2 9 8 .2 99 .2 00 .2 01 .2 02 .2 03 .2 04 .2 05 .2 06 .2 07 .2 08 .2

(万件)

料金収納業務の状況料金収納業務の状況
(億円)

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ決済の
取扱い開始

公金の
取扱い開始

収納代行会社の
取扱い開始

料金収納業務の実績①料金収納業務の実績①



40

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

24,000

26,000

28,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

24,000

26,000

28,000

件数（万件） 2 ,452 3 ,7 89 5 ,4 35 6 ,9 50 8 ,6 07 10 ,4 52 12 ,4 40 14 ,2 08 16 ,3 11 18 ,8 9 8 21 ,6 1 1 24 ,4 65 27 ,0 09

金額（億円） 1 ,660 2 ,7 58 3 ,9 70 5 ,0 31 6 ,4 05 8 ,0 96 9 ,8 06 11 ,3 83 13 ,6 27 16 ,3 3 5 19 ,2 5 0 22 ,6 83 25 ,7 85

96 .2 9 7 .2 9 8 .2 99 .2 00 .2 01 .2 02 .2 03 .2 04 .2 05 .2 06 .2 07 .2 08 .2

(万件)

公共料金収納業務の状況公共料金収納業務の状況
(億円)

料金収納業務の実績②料金収納業務の実績②
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請求企業

ｾﾌﾞﾝｰｲﾚﾌﾞﾝ
本部

銀行

野村総合研究所

お客様

払込票郵送 支払い

①代金収納受付
②払込票を地区事務所に提出
③預り金を本部に送金

手
数
料
振
込 ・速報データ

・確報データ
・速報取消データ

速報データ

確報データ
速報取消データ

各々、指定口座へ入金

提
出

ｾﾌﾞﾝｰｲﾚﾌﾞﾝ

地区事務所

セブン-イレブン店舗

請求情報

払込票

公共料金
受付日報

払込票

払込票

①会計処理

①預り金振込
②手数料請求

公共料金
受付日報

払込票

送
金

預り金振込

ビジネススキームビジネススキーム
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請求企業
・

自治体

セブン-
イレブン・
ジャパン

収納代行会社

①請求企業・自治体との直接契約
②収納代行会社を介した取扱い（収納代行会社との契約）

①契約

契約 ②契約

契約の種類

収納代行会社との契約

・会社案内の提示を受け、会社概要や事業内容に問題が無いことを確認する。
・契約先企業について、事前に審査基準を説明し、遵守することを条件とする。
・万が一契約先企業に経営上のリスクが発生した場合、収納代行会社が全責務を負うこと。
・最終的には弊社内で稟議申請の上、取扱いの可否を判断。

契約契約
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以下の項目に該当する場合は取扱い不可。
・所在地、事業内容等が申請内容と
ホームページで一致していない

・会社概要：
明らかな経営上のリスクがある

・業種：
貸金業、宗教色が著しく強い

・事業内容：
良識的な価格でない、過剰表現、
優良誤認や誇大広告の可能性がある

・その他、公序良俗に反する
・ 1件当たりの収納金額が30万円以上

審査の流れ 審査基準

具体的な基準内容

セブン－イレブン本部

契約先企業

審査結果を
回答

OK/NG

収納代行会社

①新規契約先について、収納代行会社から
セブン-イレブン本部に所定のフォームで申請。

②ＵＲＬを参照し、会社概要、事業内容等に
ついて、 下記審査基準に基づき検証する。

③審査の結果、問題なかった企業のみ、収納
代行会社に取扱い可の連絡をする。

申請項目

・企業内容
・事業内容
・収納金の内容
・年商、資本金
・住所、連絡先
・ホームページ（ＵＲＬ）
・払込票の年間発行枚数
・平均単価、最大単価

申 請

収納代行会社で
事前に審査を実施

OK/NG

審査方法

申 請

収納代行会社に関する審査収納代行会社に関する審査
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払込票

1 ＰＯＳレジのスキャナーで、
払込票のバーコードを
スキャン

2 お客様から代金を受領し、
レジ精算

3 払込票の領収印欄に
ストアスタンプを押印し、
「お客様控え（領収書）」を
お客様にお渡しする。

払込票

払込票

払込票

精算

受付方法受付方法
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4 売上締め時、ストアコンピュータ
より「公共料金受付日報」出力。
受付日報、払込票（本部控え）を
提出。
受付データは本部に集信される。

6 払込票読取データ、受付データ、
公共料金受付日報を照合し、
計上処理を行う。
相違があれば、店舗に確認し
計上・取消を行う。

払込票

払込票

公共料金
受付日報

（本部控え） （店舗控え）

公共料金
受付日報

受付データ

計上 取消

ｾﾌﾞﾝｰｲﾚﾌﾞﾝ店舗 ｾﾌﾞﾝｰｲﾚﾌﾞﾝ地区事務所

会計処理

読取データ

5 払込票を全枚
スキャンし、
読取データを
作成。

読取データ

専用ｾﾝﾀｰ

受付データ
払込票

読取

店舗処理、本部処理店舗処理、本部処理
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6 送金スケジュールは
事前に請求企業に
送付して共有。

7 送金スケジュールに基づき、
セブン－イレブン本部にて
事前に振込手続きを実施。

8 予定された振込日に
請求企業の
指定口座に振込。

ｾﾌﾞﾝｰｲﾚﾌﾞﾝ本部

請求企業

スケジュール

預り金
振込データ

スケジュールに応じて
システムで自動作成

確認、振込手続き

預り金振込預り金振込



12

暦上の5・10日に支払い5・10日払い会計処理終了後、翌営業日
にデータ送信。

毎日渡し

※収納金額の多い会社のみ確報データ送信の翌営業日に支払い毎日払い

確報データ送信の翌営業日に支払い5・10日払い会計処理日で5・10日単位で
締め、翌営業日にデータ送信。

5・10日渡し

備考スケジュール預り金支払スケジュール確報データ

確報データ渡しと支払いサイト一覧

決済スケジュール

⑨⑧⑦⑥⑤④③②①確報

②②②②②①①①確報

③②①確報

⑨⑨⑧⑦⑦⑥⑤④④③②②①受付毎日渡し

毎日払い ⑨⑨⑧⑦⑥⑤④④③②①会計

火月日土金木水火月日土金木水火月日土金

①

①

②

②

②

26

①

②

①

②

25

①

②

①

②

24

②

③

29

②

②

②

③

28

②

②

②

①

②

③

27

⑤

②

②

③

③

2

④

②

③

③

1

7月

③

①

②

②

②

③

30

③

5

⑦

③

4

⑥

②

③

3

①

①

22

①

①

21

①

①

20

6月

②支払

⑨⑧支払

会計

①受付毎日渡し

5・10日払い

③支払

会計

②受付5・10日渡し

5・10日払い

87623区分
確定データ・

支払いサイト

支払いサイト支払いサイト
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インターネット企業

ｾﾌﾞﾝｰｲﾚﾌﾞﾝ本部

セブン－イレブン店舗

銀行

野村総合研究所

ｾﾌﾞﾝ－ｲﾚﾌﾞﾝ
地区事務所

お客様

①インターネットで商品注文
②セブンイレブン決済を選択
③注文データ送信

入金速報データ

インターネット
受付日報

インターネット
受付日報

払込票
番号払込票番号取得

入金確報データ
速報取消データ 会計処理

・預り金送金

・手数料（相殺）

入金速報データ
入金確報データ
速報取消データ

請求書

送
金

預り金振込

インターネット企業の

指定口座へ入金

ビジネススキームビジネススキーム
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請求企業
セブン‐
イレブン・
ジャパン

収納代行会社

①請求企業との直接契約
②収納代行会社を介した取扱い（収納代行会社との契約）

①契約

契約 ②契約

契約

収納代行会社との契約

・会社案内の提示を受け、会社概要や事業内容に問題が無いことを確認する。
・契約先企業について、事前に審査基準を説明し、遵守することを条件とする。
・万が一契約先企業に経営上のリスクが発生した場合、収納代行会社が全責務を負うこと。
・最終的には弊社内で稟議申請の上、取扱いの可否を判断。

契約契約
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テナント企業の詳細情報については

収納代行企業から提供

・テナント名
・住所
・会社名
・販売サイトＵＲＬ
・払込票記載連絡先（電話番号必須）
・取扱い商材

社内基準に基づいて、各テナントの審査を実施

審査の流れ 審査基準

お客様･店舗を含む取引の安全性確保、チェーンイ

メージの保全の観点から、インターネット決済の取

引にかかるショップ・商材について、実際のＵＲＬに

接続し確認する。

具体的な基準内容

１．特定商取引法、または特定商取引法に準ずる

表記があること

２．お客様への連絡先表示は固定電話であること

３．電子マネー（ポイント購入）の決済は、３万円以

下であること

４．１件当たりの収納金額が30万円以下であること

５．取扱商材が公序良俗に反していないこと

６．オンライン注文以外の支払方法（ＦＡＸやメール

にて価格決定）での決済は不可

不足部分、追加で確認したい点については、質問

事項を送付し、再申請を依頼

セブン－イレブン本部

インターネットショップ

審査結果を
回答

OK/NG

収納代行会社

申 請 OK/NG

収納代行会社で
事前に審査を実施

申 請

審査審査



16

1 ＰＯＳレジのスキャナーで、
払込票のバーコードを
スキャン、または払込票
番号を手入力

3 お客様から代金を受領し、
レジ精算

精算

払込票
番号：
*********
****

2 払込票番号をキーに
ホストから支払情報を
取得し、ＰＯＳレジ画面
に表示

注文ＤＢ

問合せ

応答

払込票番号******
お客名 *******
支払先 *******
金額 *******

払込票番号*****

受付方法①受付方法①
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5 6 受付データとｲﾝﾀｰﾈｯﾄ受付日報
を照合し、計上処理を行う。
相違があれば、店舗に確認し
計上・取消を行う

ＰＯＳレジで精算完了後に
入金の完了通知を送信。
入金速報通知をショップ
に送信する

注文ＤＢ

入金

完了通知

応答

更新

払込票番号******

4 ＰＯＳレジから出力され
た受領書にストアスタン
プを押印し、お客様にお
渡しする

お客様控 お店控

入金ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ

インターネット
受付日報

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
企業

入金速報
データ

計上 取消

会計処理

受付ﾃﾞｰﾀ

受付ﾃﾞｰﾀ

インターネット
受付日報

受付方法②受付方法②
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預り金振込

7 送金スケジュールは
事前に請求企業に
送付して共有

8 送金スケジュールに基づき、
セブン－イレブン本部にて
事前に振込手続きを実施

9 予定された振込日に
請求企業の
指定口座に振込

ｾﾌﾞﾝｰｲﾚﾌﾞﾝ本部

請求企業

スケジュール

預り金
振込データ

スケジュールに応じて
システムで自動作成

確認、振込手続き

預り金振込預り金振込
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サービス手数料

２６３円１０４，９９９円３１，５００円

２１０円３１，４９９円１０，５００円

１２６円３，１４９円２，１００円

３１５円３００，０００円１０５，０００円

１５８円１０，４９９円３，１５０円

８４円２，０９９円０円

手数料ＴＯＦＲＯＭ

※別途、初期導入費用５２，５００円

振込予定日が土日に
当たる場合は、翌銀行
営業日に振込を行う

備考

会計処理日で半月単位で締め、翌々日に振込

会計処理日で1ヶ月単位で締め、翌々日に振込

会計処理日で10日単位で締め、翌々日に振込

会計処理日で5・10日単位で締め、翌々日に振込

スケジュール

5、10日払い

月1回払い（月末）

月2回払い（15日、月末）

10日ごと払い

支払サイト

支払サイト

確報データ渡しと支払いサイト一覧

サービス手数料サービス手数料
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決済スケジュール

①支払

①確報

②②②①①①①①①①①①①①①①①①①会計

②②②②②②①①①①①①①①①①①①①①①受付月２回

①支払

①確報

②②②②②②②①①①①①①①①①①①①会計

②②②②②②②②②②②①①①①①①①①①①受付10日毎

③②①支払

③②①確報

④④④③③③③②②②②②①①①①①①①会計

④④④④④④③③③③③③②②②①①①①①①受付5・10日毎

確報

①

①

金

11

①

①

火

8

①

①

月

7

①

①

日

6

①

①

土

12

①

①

木

10

①

①

水

9

6月

火月日土金木水火月日土金木水

①

26

①

25

①

①

29

①

①

28

①

①

27

①

①

2

①

①

1

7月

①

①

30

①

①

5

①

①

4

①

①

3

支払

①①①会計

①①①受付月１回

151413区分
確定デー
タ・支払い
サイト
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対応内容

本部処理

払込票の「本部控え」及び「店舗控え」には、お客様の
氏名または特定できるＩＤ番号のみ記載。

・お客様の個人情報（住所、電話番号等）を保護する。

対応内容

本部控えの払込票は、専用センターで再度バーコード
を全件読取し、店舗の受付データと突合。

・公金や割賦等において同金額の払込票が複数枚発
生することがあり、受付ミスがあった場合に発見出来
るようにする。

店舗受付時、まず総枚数を登録してからバーコードを
スキャンする。

・お客様が一度に複数の払込票を提示された際の、ス
キャン漏れや二重スキャンを防止する。

店舗受付

店舗受付後、速報データを翌営業日までに送信。

※請求企業からの要望により、受付後すぐに速報
データを送信するオプションも有り。（リアル速報）

・請求企業に受付データを迅速に送信し、二重請求や
行き違いの督促を防止。

1件当たりの収納金額を30万円以下とする。・高額収納による現金管理（防犯上の問題、現金のカ
ウントミス等）のトラブルを防止する。

払込票レイアウトの基本事項を統一。・イレギュラーな様式の払込票（2か月分払込票、綴り

式）を禁止し、受付時のオペレーションミスを防止する。

運用のポイント①運用のポイント①
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対応内容

スケジュールに沿って事前に確報データを送信し、

確報データに基づき預り金を振込。

・振込金額の明細内容、内訳を明確にする。

振込スケジュールを事前に請求企業に案内・定期的なスケジュールに即して、預り金を振込する。

・不正な資金滞留を行わない。

預り金振込

店舗は、翌営業日までに毎日、売上金と併せて預り金
を本部に送金する。

店舗の受付が完了した時点で、お客様→請求企業へ
の支払いは完了したと認識。

・店舗倒産時、及びセブン-イレブン本部倒産時でも、
預り金は請求企業に送金するため、お客様への二重
請求は発生しない。

運用のポイント②運用のポイント②


